
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究通信 No.７ 

令和６年７月２日（火） 

文責：甲 

7月に入り、もう一学期が終わろうとしています。皆さんは、この一学期をどうお過ごしですか？バタバタでき

つかったな～。思い通りにいかなかったな～。子ども達と過ごして楽しかったな～。などと思われているのでは

ないでしょうか。私は、毎日が必死であっという間だったなと思いました。あと２週間ですが、気合いを入れてラ

ストを楽しく過ごしましょう。 

   

 

授業実践発表会を夏休みにします！！！ 
 今年も授業実践発表会を行います。昨年の授業実

践発表会では、自分にはなかったゆさぶりの発問や

導入の工夫などを学ぶことができました。また、自分

の実践を振り返る時間となり、もっとこうしたら～と課

題にも気づくことができ有意義な時間となりました。 

授業実践を通して、１の前提、２つの視点に沿った

授業を意識して取り組んでいただき、学びの時間に

してほしいと思います。 

R6 校内研修のフォルダの中に授業実践記録のフ

ォーマットを入れています。昨年度の授業実践記録も

入れていますので参考にして作成してください。 

私もさっそく国語科「おおきなかぶ」で実践記録を

書いてみました。接続詞に着目して、様子の変化に気

づかせたいという考えで、授業の流れを考えていきま

した。今回は、「けれども」だけの文と「やっぱり」「ま

だまだ」などの文を比較させてみました。子ども達

は、ゆさぶりの発問に対して、言葉で言いたそうにし

ていましたが、どう言葉で伝えたらいいのか分から

ず、、、。体で表していいよと伝え、動作化で発表しま

した。その後は、接続詞に気をつけ劇をしました。 

子どもの実態に沿ったゆさぶりの発問は、難しいな

と感じた授業でした。 

 

授業実践記録提出について 

締め切り ７月１９日（金）まで 

提出場所 校内研修（R6）→【12】授業実践記録  授業実践記録（名前）で提出お願いします。 

 


